
 
 

 

 

 

 

令和６年上半期火災・救急・救助概要について 

 

１ 趣旨 

  市内において、火災予防や救急車の適正利用を促すため、令和６年上半期中に発生し

た火災、救急、救助に関する概要を広く周知します。 

 

２ 対象期間 

令和６年１月１日（月）～令和６年６月３０日（日） 

 

３ 各概要における項目 

⑴ 火災概要 

火災の発生状況、出火件数、焼損床面積及び損害額、火災件数の推移、出火原因、

住宅火災の出火原因 

 ⑵ 救急概要 

   過去１０年間の救急出動件数の推移、程度別、年齢区分別、事故種別 

 ⑶ 救助概要 

   救助隊配置体制、救助工作車配置体制、出動件数、室内閉じ込め救助件数 

 

４ その他 

令和６年上半期火災・救急・救助概要の詳細については別添のとおり 

 

以 上   

 

令和６年８月１３日 

所 属 情報指令課 

所属長 西山 善規 

電 話 06－6481－3968 



負傷者 ９人 負傷者 ６人

焼損床面積 ６８９㎡ 焼損床面積 ２５１㎡
損害額 ６，２９６万８千円 損害額 ２，７３１万３千円

令和６年上半期火災概要

令和６年 令和５年
件数 ５６件 件数 ５３件

死者 ２人 死者 ２人

焼損床面積及び損害額

● 焼損床面積は、前年の２５１㎡から４３８㎡増加の６８９㎡、損害額は前年の２，７３

１万３千円から３，５６５万５千円増加の６，２９６万８千円となりました。
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焼損床面積

出火件数

● 出火件数は、前年の５３件から３件増加し、５６件となりました。

● 火災種別ごとでは「建物火災」が３８件で３件増加、「車両火災」が３件で２件減少、船

舶火災」、「航空機火災」は共に０件で、「その他火災」が１５件で２件増加しました。
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火災の発生状況

● 令和６年上半期の火災件数は５６件で、焼損床面積は６８９㎡、損害額は６，２９６万８
千円、死者２人、負傷者９人となりました。
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件 件合　計 56 53

その他 12 16

不明・調査中 5 7

火遊び 1 0

マッチ・ライター 0 3

ストーブ 4 0

こんろ 3 2

配線器具 8 4

電気機器・装置 4 6

区　分 令和６年 令和５年

たばこ 10 5

放火（疑い含む） 9 10

たばこ 17.9%

放火（疑い含む）

16.1%

配線器具 14.3%

電気機器・装置

7.1%

ストーブ 7.1%

こんろ 5.4%

火遊び
1.8%

その他 21.4%

不明・調査中

8.9%

令和６年

火災件数の推移

● 令和６年は５６件で、前年より３件の増加となりました。

● 過去１０年間の平均は５４件です。

出火原因

● 主な出火原因をみると、１位は「たばこ」の

１０件で、前年より５件の増加となりました。

２位は「放火（疑い含む）」の９件で、前年より

１件減少。３位は「配線器具」が８件で、

前年より４件の増加となります。

● 各出火原因の全体に占める割合は、上位

から「たばこ」、「放火（疑い含む）」、

「配線器具」となり、合計件数は２７件で、

割合は４８．２％となりました。
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※四捨五入しており、１００％にならない場合があります。
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一般住宅
令和６年 13 1 1 1 4

住宅火災の出火原因

● 住宅やアパート・マンションなど住宅火災全体の件数は２１件で、前年の１８件から３件の

増加となっています。
● 令和６年の出火件数５６件に占める住宅火災の割合は、３７．５％となりました。

● 住宅火災における出火原因の主なものとして、「配線器具」、「たばこ」、「ストーブ」と

なり、その原因が住宅火災全体を占める割合は６１．９％となりました。



程度別

●　搬送人員を程度別にみると、軽症７，４０６人（前年７，２３８人）で１６８人
　(２．３％）の増加、中等症５，６００人（前年５，１６４人）で４３６人 （８．
　４％）の増加、重症９４６人（前年９２１人）で２５人（２．７％）の増加、死亡
　１４９人（前年１６２人）で１３人（８．０％）の減少となっています。

●　過去１０年間の救急出動件数をみると、令和元年までは毎年増加、令和２年からは
　２年連続で減少に転じたが、令和４年以降は増加となっています。

令和６年上半期救急概要

過去１０年間の救急出動件数の推移

　令和６年上半期（１月～６月）における救急出動件数は、１６，７０８件（前年１６
，２６９件）で４３９件（２．７％）の増加となり、搬送人員は、１４，１０１人（前
年１３，４８５人）で６１６人（４．６％）の増加となっています。１日平均は、９２
件（前年９０件）で約１６分に１件の割合で救急隊が出動したことになります。
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平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和４年 令和５年 令和６年

　急　 病　 8,917 9,140 9,573 10,261 10,544 9,198 8,934 10,415 11,194 11,422

　一　 般 1,987 1,986 2,168 2,134 2,276 2,091 2,031 2,389 2,405 2,563

　交 　通 1,047 963 1,065 987 1,016 824 794 855 993 871

　その他 1,740 1,802 1,862 1,820 1,762 1,474 1,451 1,668 1,677 1,852

　合　 計 13,691 13,891 14,668 15,202 15,598 13,587 13,210 15,327 16,269 16,708



　

　 

　

　　

年齢区分別

●　搬送人員を年齢区分別にみると、高齢者が９，０７７人で最も多く、全体の６４．４

   ％を占めており、以下、成人、乳幼児、少年、新生児の順となっています。

事故種別

●　出動件数を事故種別でみると、急病が１１，４２２件で最も多く、全体の６８．４％

　を占めており、以下、一般負傷、交通事故の順となっています。

高齢者

６５歳以上

成人

１８歳以上～６５歳未満

少年

７歳以上～１８歳未満

乳幼児

２８日以上～７歳未満

新生児

生後２８日未満
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高齢者
６５歳以上成人

１８歳以上～６５歳未満

乳幼児
２８日以上～７歳未満

新生児
生後２８日未満

少年
７歳以上～１８歳未満

急 病 一般負傷 交通事故 そ の 他

高齢者

６５歳以上
成人

１８歳以上～６５歳未満

少年

７歳以上～１８歳未満

乳幼児
２８日以上～７歳未満 新生児

生後２８日未満



令和６年上半期救助概要

●　本市の救助体制は、高度救助隊１隊、特別救助隊１隊、署救助隊２隊、水難救助隊１隊の
  計５隊の救助隊を配置しています。

●　救助工作車は２台を有し、市域の南部に１台、北部に１台を配置し、あらゆる災害におけ
  る救助体制の拡充、強化を図っています。

●　令和６年上半期の救助件数は３７１件（前年３５２件）で１９件（５．４％）増加し、出
　動延べ隊数は、５８１隊（前年５６７隊）で１４隊（２．５％）の増加となっており、事故
　別にみると建物等による事故が最も多くなっています。

●　年々、室内閉じ込め救助が増加しています。この室内閉じ込め救助とは、何らかの理由に
　より、自力でドアを開けて外に出られなくなった又は室内に人がいると思われるが、安否の
　確認が出来ない状態のことであり、救助出動件数３７１件のうち２６８件（７２．２％）が
　この室内閉じ込め救助出動となっています。

火災

47隊
交通

31隊
水難

6隊

建物

219隊

ガス

2隊

その他

276隊

令和６年救助出動延べ隊数

火災 交通 水難 建物 ガス その他

５８１隊

火災

39隊
交通

49隊
水難

14隊

建物

209隊

ガス

10隊

その他

246隊

５６７隊

火災

16件

交通

19件
水難

2件

建物

176件

ガス

1件

その他

157件

令和６年救助件数

火災 交通 水難 建物 ガス その他

３７１件

火災

14件
交通

27件 水難

5件

建物

163件

ガス

4件

その他

139件

令和５年救助件数

３５２件
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